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替

市

簿

載

京
都
一
帝
園
大
串
経
済
皐
部
創
立
二
十
年
記
念
論
集

間
島
・
戸
町
・
神
戸
・
小
川
・
河
上
・
河
町
・
山
本
・
作
川
の
潟
ヘ
致
役
宵
像

記
念
設
理
マ
史
講
演
金
古
川
良

司
支
の
仕
介
的
情
城

完
全
議
見
の
問
週

昨
日
下
に
於
け
る
曲
一
「
一
主
計
芳
生
円

市
川
一
ー
や
す
ζ

川
崎
「
〉

-
J
J

H

J

R
バ
/
E
F

山
一
し
た
の
咋
肝
ぺ
ん
に
は
品
川
崎
か
川
町

十
千
ス
の
経
替
共
同
悼
の
川
弐
一
川
及
び
時
治
に
就
て

徳
川
時
代
の
経
州
統
制

信
用
刻
一
冶
と
汁
ハ
の
続
品
川
的
立
川
礎

金
全
国
制
紫
と
し
て
の
再
保
険

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

l
パ

l
の
岡
氏
十
七
議

ロ
パ

1
ト
ソ
ン
の
物
限
切
勤
用
論

中
小
工
式
と
市
場

没
限
値
性
却
論
の
成
立

政
策
事
と
し
て
の
日
本
経
怖
感

i

日
本
経
枠
組
干
の
根
本
原
矧

経
済
製
部
二
十
年
そ
岡
山
側
し
て

経
唱
円
車
部
創
立
二
十
年
記
念
経
済
成
ア
命
日
大
命
日
記
事

A

果

報

外
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澱
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紐
務
事
部
二
十
年
を
回
顧
し
て

四

経
済
亭
部
二
十
年
を
回
顧
し
て

ー

l

特
に
田
島
・
戸
田
雨
先
生
晶
乞
憶
ふ
|
|

本

築

庄

f台

自日

わ
が
京
都
帝
園
大
島
一
-
経
済
皐
部
は
大
正
八
年
五
月
二
十
八
日
勅
令
第
二
百
五
十
五
披
を
以
て
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
事
費

は
京
都
帝
園
大
島
一
法
皐
部
よ
り
分
離
濁
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
淵
源
は
そ
れ
以
前
の
京
都
帝
岡
大
事
法
科
大
撃
に
制
問
。
得

る
わ
け
で
あ
る
。
法
科
大
事
の
開
設
は
明
治
三
十
二
年
九
月
で
る
る
が
、
三
十
三
年
九
月
に
至
っ
て
岡
島
錦
治
先
生
が
欧
洲
留
墜
を

(
註
)

了
へ
て
教
授
と
し
て
来
任
せ
ら
れ
、
か
く
て
明
治
年
聞
に
は
戸
田
・
榊
戸
商
教
授
が
就
任
せ
ら
れ
、
大
正
期
に
入
っ
て
か
ら
小
川
・

河
上
・
財
部
・
山
本
・
河
田
の
五
博
士
が
教
授
と
し
て
講
壇
に
立
た
れ
、
経
済
接
部
調
立
の
際
に
は
以
上
の
八
教
授
と
小
島
・
本
庄

の
二
助
教
授
と
が
経
済
接
部
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

(
註
)
田
島
敬
授
来
任
前
に
は
米
国
蹄
P
の
新
進
の
挙
者
と
稀
せ
ら
れ
た
見
玉
亮
太
郎
氏
が
経
梼
原
論
を
講
じ
た
と
い
ふ
。
此
人
は
後
に
大
血
中
を
酵
し

て
原
敬
氏
の
郵
書
役
と
な
り
不
幸
早
世
さ
れ
た
由
で
あ
司
令

然
し
乙
れ
よ
り
前
既
に
大
正
四
年
七
月
に
は
京
都
帝
岡
大
島
一
・
経
済
事
舎
が
組
織
さ
れ
、
共
機
閥
雑
誌
ム
」
し
て
「
粧
品
何
論
議
」
を
蛮
行

し
て
居
り
、
経
済
拳
闘
係
恩
一
科
の
充
貨
は
剖
目
に
値
す
る
も
の
が
あ
っ
た
。
従
っ
て
法
科
大
撃
の
法
律
単
科
・
政
治
経
済
事
科
の
う

ち
、
後
者
を
政
治
事
料
、
と
経
済
問
宇
科
と
に
分
ち
三
皐
科
制
度
に
せ
ん
と
す
る
議
も
あ
っ
た
が
、
大
一
止
八
年
二
月
東
京
帝
国
大
事
に
於

経済論叢傍三十九巻ニ鋭、 u8頁、山本教授の逗懐訟によるc



て
経
済
閣
甲
部
が
一
製
部
と
し
て
濁
立
す
る
に
及
び
、
神
戸
・
河
上
・
河
田
三
教
授
を
創
立
委
員
と
し
て
経
済
事
部
濁
立
の
議
が
進
め

ら
れ
、
途
に
八
年
五
月
に
そ
の
賓
現
を
見
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
蓋
し
経
神
間
宇
都
の
濁
立
は
そ
の
淵
源
す
る
所
古
く
、

日
』亡

し
て
成
り
し
に
非
る
を
知
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。

か
く
て
猫
立
営
時
に
は
八
講
座
友
り
し
も
の
が
、
大
正
十
一
年
五
月
に
二
講
座
増
設
さ
れ
て
現
在
十
講
座
と
友
り
、
教
官
は
濁
立

営
時
八
殺
授
二
助
教
雲
仙
り
し
も
の
が
、
現
在
(
甥
什
制
作
五
)
は
九
教
授
、
七
助
教
授
、
十
三
講
師
と
友
り
、
閣
宇
生
収
容
定
員
は
一

百
名
か
ら
二
百
五
十
名
に
増
加
し
、
現
在
感
生
数
は
九

O
五
名
、
大
脇
十
院
嵐
一
・
生
二
三
名
、
卒
業
生
は
四
五
八
二
名
を
算
ふ
る
に
至
つ
・

た
。
ま
も
ん
本
単
一
・
部
教
官
の
審
査
に
よ
っ
て
経
済
撃
博
士
の
皐
位
を
受
け
た
も
の
は
一
一
十
名
で
あ
る
。
本
製
部
の
研
究
設
備
は
年
を
迫

Rdf

て
叱
賀
し
っ
し
為
あ
る
口
攻
山
恒
一
波
K
研
究
主
の
品
川
け
改
首
相
の
如
き
も
、
そ
の
こ
聞
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
.
見
K
蔵
書
同
数
が
現
在
約
十

三
高
冊
に
及
べ
る
が
如
き
、
事
部
研
究
室
が
一
般
経
済
e

日
本
経
済
。
東
方
経
済
の
三
室
と
な
り
、
外
に
、
洋
書
問
書
室
及
ひ
各
教

宮
研
究
室
を
有
す
る
が
如
き
、
何
れ
も
二
十
年
前
に
比
し
て
誠
に
隔
世
の
感
が
あ
る
。
更
に
研
究
費
表
の
機
関
と
し
て
は
前
述
の
「
経

済
論
議
」
の
外
に
、
大

E
十
五
年
よ
り
欧
丈
紀
要

日
内
}
、

c
z
c
=
F
O
E
-
q
開
口
D
ロ
O
E
W
-
N
2
5唱

を
強
行
し
、

従
来
年
二
悶
刊
行
の
も

の
が
本
年
よ
り
年
四
悶
刊
行
に
改
め
ら
れ
、
既
刊
二
十
八
冊
に
及
び
、
世
界
の
勝
一
臭
に
そ
の
存
在
を
認
め
ら
る
る
に
至
っ
た
。
ま
た

由
宇
生
指
導
の
設
備
と
し
て
は
明
治
時
代
か
ら
演
習
制
度
が
る
っ
た
が
、
大
正
十
五
年
以
来
大
に
之
を
繍
充
し
、
殊
に
近
年
は
殆
ん

ε

ナ
ぺ
て
の
一
教
授
、
助
教
授
が
之
に
嘗
り
、
今
や
必
須
科
目
と
し
て
更
に
一
一
唐
の
若
貴
愛
展
を
見
る
と
と
と
友
っ
た
。
ま
た
本
製
部
の

規
程
が
時
勢
の
必
要
に
臆
じ
て
屡
改
E
を
加
へ
ら
れ
た
こ
と
は
い
ふ
迄
も
な
し
一
、
か
く
て
人
的
・
物
的
の
南
方
面
に
亙
っ
て
設
備
の

充
寅
を
見
る
に
至
っ
た
こ
と
は
誠
に
慶
賀
に
握
え
ざ
る
所
で
あ
る
。

極
端
阿
国
軍
部
二
十
年
を
回
顧
し
て

二
三
五

大正十五年四月より撃年試験制度を改めて科目制度とし、昭和五年四月よ H
授業科目を四類に分ち受験車f立を三一十単位以上主 L、選科制度を鹿止す。十
四年四月東亜に闘する科目を者加ナ。

2) 



経
済
車
部
二
十
年
を
回
顧
し
て

一一=一六

更
に
本
製
教
官
に
し
て
単
一
真
の
元
帥
府
た
る
帝
国
製
士
院
の
合
口
貝
に
列
せ
ら
れ
た
者
は
田
島
・
榊
戸
の
問
先
生
で
あ
り
、
間
島
先

生
は
嘗
亡
大
正
十
四
年
一
月
の
宮
中
御
詩
書
始
に
於
て
洋
書
進
講
の
光
栄
に
浴
せ
ら
れ
、
榊
戸
先
生
は
昭
和
竺
年
四
月
帝
国
製
士
院

土
り
恩
賜
貨
を
受
く
る
の
柴
春
を
荷
は
れ
た
。
而
も
こ
の
闘
先
生
共
に
定
年
制
に
よ
り
退
官
さ
れ
た
が
、
前
山
本
・
作
田
の
雨
教
授

も
同
様
退
官
さ
れ
た
。
然
し
と
れ
等
は
所
謂
功
成
り
名
遂
げ
て
退
官
さ
れ
た
も
の
と
い
ふ
べ
く
、
ま
た
小
川
先
生
は
所
間
象
牙
の
塔

よ
わ
り
出
で
為
政
界
に
的
協
せ
ら
れ
、
A
b

日
て
は
大
減
政
務
次
官
と
し
て
、
後
に
は
商
工
大
臣
と
し
て
願
史
の
地
位
に
就
か
れ
、
河
問
先

生
は
現
に
大
阪
商
相
大
島
一
長
と
し
て
、
作
問
先
生
は
浦
訓
園
建
国
大
忠
一
副
総
長
と
し
て
共
広
島
一
・
界
K
重
き
を
も
ι
し
て
賠
ら
れ
る
。

と

の
聞
に
於
て
戸
問
先
生
が
大
五
十
三
年
三
月
に
、
岡
島
先
生
が
昭
和
九
年
七
月
に
何
れ
も
幽
明
境
を
異
に
せ
ら
れ
た
と
と
は
買
に
痛

惜
に
昨
世
主
ざ
る
所
で
る
る
。

次
に
は
少
し
く
我
製
部
の
特
色
を
遮
ぺ
た
い
。
先
づ
第
一
に
京
都
帝
国
大
撃
は
明
治
三
十
年
の
創
立
で
東
京
帝
国
大
事
に
比
し
て

そ
の
歴
史
は
極
め
て
新
し
い
。
歴
史
の
新
し
い
所
は
帥
ち
青
年
的
で
る
り
進
取
的
で
る
る
。
わ
が
法
科
大
撃
も
亦
創
立
の
際
か
ら
洋
・

行
蹄
り
の
若
手
揃
で
新
進
気
鋭
の
最
高
翠
府
と
し
て
注
目
の
的
と
左
っ
て
居
た
。
明
治
三
十
年
に
「
最
近
経
済
論
」
の
著
を
以
て
名
聾

噴
占
た
り
し
田
島
先
生
が
腎
撃
を
卒
へ
て
三
十
三
年
に
講
壇
に
立
た
れ
、
共
後
来
任
さ
れ
た
戸
田
・
紳
戸
共
他
の
諸
教
授
、
何
れ
も

一
流
の
新
進
撃
者
と
し
て
そ
の
専
門
の
撃
を
諮
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
い
ふ
起
も
た
い
が
、
前
惑
の
欧
文
紀
要
の
刊
行
・
演
習
制
度
の
寅

施
の
如
誉
会
幽
何
れ
の
大
事
(
腕
榔
)
に
も
先
ん
じ
て
本
製
部
に
於
て
責
施
し
た
所
で
あ
り
、
研
筑
に
長
表
に
.
忠
一
生
の
指
導
に
、
本

単
一
・
部
が
先
鞭
を
着
け
て
ゐ
る
こ
と
は
、
出
宇
都
の
空
気
が
如
何
に
進
取
設
展
的
で
あ
る
か
を
物
語
る
も
の
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。



第
二
に
研
究
の
範
周
・
指
標
と
し
で
は
勿
論
一
般
原
理
的
の
研
究
も
も
と
よ
り
盛
ん
に
行
は
れ
、
最
新
の
事
誌
の
研
究
に
力
を
翠

さ
れ
て
ゐ
る
所
で
あ
る
が
、
ま
た
現
質
的
に
日
本
及
東
洋
の
事
象
を
正
硯
し
旦
貧
詮
的
に
研
究
す
る
の
風
が
強
か
っ
た
と
田
中
ふ
。
殊

に
戸
問
先
生
が
日
本
及
東
覗
の
研
究
陀
力
を
致
さ
れ
た
こ
と
は
‘
共
著
「
日
本
の
祉
合
」
及
「
日
本
の
経
済
L

に
よ
る
も
明
か
で
あ
り
、

神
戸
先
生
の
「
日
本
経
済
政
策
論
」
「
日
本
経
済
論
」
の
如
き
、
或
は
悶
鳥
先
生
の
「
東
洋
経
済
皐
史
」
の
如
き
、
何
れ
も
共
一
例
と
す
る

に
足
る
。
か
〈
て
わ
が
京
大
経
済
事
部
に
於
て
は
日
本
的
若
く
は
東
亜
的
在
る
経
済
壌
が
、

理
論
に
於
て
も
政
策
に
於
て
も
歴
史
に

於
て
も
、
起
ら
左
け
れ
ば
友
ら
ぬ
勢
に
在
っ
た
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

わ
が
菌
学
部
の
第
三
の
特
色
は
鳩
力
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
何
か
の
事
を
行
ふ
揚
合
に
は
全
教
授
助
教
授
共
他
が
一
致
し
て
事
に

前
り
、
完
全
な
る
了
ム
ウ
オ

1
;桂
成
す
そ
に
の
p

し
と
は
マ
ル
サ
只
生
誕
百
五
十
年
、
そ
こ
一
〈
生
誕
二
百
年
の
景
品
広
で

-
も
、
ま
た
「
経
済
論
叢
」
の
年
々
の
新
年
時
酬
に
つ
い
て
も
之
を
見
る
と
と
が
出
来
る
が
、
最
も
注
意
す
べ
き
も
の
は
会
教
授
及
助
教
授

が
一
斉
に
演
習
を
捨
営
し
て
曲
学
生
の
指
導
に
常
っ
て
ゐ
る
と
と
で
あ
る
。
掌
て
踊
閏
博
士
は
「
経
持
論
叢
」
の
記
念
競
に
つ
い
て
『
同

合
芝
居
』
と
評
さ
れ
た
。
そ
の
意
味
は
楽
屋
締
出
で
事
を
や
る
。
即
ち
教
授
助
教
授
全
員
が
建
ら
、
?
一
役
を
勤
め
協
力
し
て
事
に
営

る
こ
と
を
指
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
所
謂
『
同
合
芝
居
』
は
聞
宇
部
侍
統
の
美
風
で
あ
り
、
製
部
の
全
員
は
製
部
の
た
め
に
は
何
を
措
い

て
も
力
を
蓋
す
左
い
ふ
精
一
刷
、
邸
ち
綿
親
和
線
力
戟
の
精
神
が
既
に
平
〈
か
ら
存
在
し
て
ゐ
た
も
の
と
い
ふ
と
と
が
出
来
る
。

か
く
て
わ
が
経
済
撃
部
は
何
時
も
青
年
的
左
進
取
的
友
立
場
に
立
ち
、
日
本
的
東
亜
的
の
研
究
に
力
を
注
宮
、
而
も
拡
心
を
去
っ
て

間
中
部
の
た
め
に
共
同
一
致
の
歩
調
を
以
て
歩
武
堂
#
と
進
ん
で
行
〈
。
之
れ
あ
る
が
故
に
我
接
部
は
今
日
の
隆
運
を
迎
へ
た
も
の
で

あ
る
と
私
は
信
守
る
。

経
済
皐
部
二
十
年
を
回
顧
し
て

= 
七



蜘
脚
祷
畢
郁
二
十
年
を
回
顧
し
て

二
三
八

わ
が
事
部
二
十
年
間
の
来
歴
を
回
顧
す
れ
ば
、
狛
語
る
べ
き
多
〈
の
事
件
乃
至
問
題
が
あ
り
、
前
後
二
十
年
間
の
歩
み
が
必
中
し

も
坦
々
砥
の
如
き
も
の
で
る
っ
た
と
は
考
へ
友
い
が
、
特
に
誌
に
附
け
加
へ
友
け
れ
ば
友
ら
ぬ
こ
と
は
、
前
教
授
諸
先
生
の
偉
大
な

る
説
結
で
あ
る
。
然
し
私
は
そ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
故
人
と
な
ら
れ
た
凹
島
・
戸
間
柄
先
生
に
つ
い
て
の
み
、
十
数
に
そ
の
輝
か
し
い

泣
識
を
地
惜
し
た
い
と
忠
ふ
。

田
島
先
生
は
賓
に
段
岡
に
必
け
る
近
代
粧
済
単
一
ゐ
恭
礎
そ
確
立
さ
れ
た
一
人
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
間
口
卯
吉
・
問
尻
稲
吹
郎
・
平
へ

野
潟
之
の
三
博
士
其
他
の
大
先
迭
の
る
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
る
る
が
、
間
島
先
生
が
金
井
・
和
田
垣
・
松
崎
・
山
崎
等
諸
博
士
と
共

に
、
近
代
粧
済
撃
の
建
設
者
た
る
こ
と
は
疑
危
き
所
で
る
る
。
先
生
は
従
来
の
わ
が
粧
精
製
が
主
と
し
て
英
米
の
古
典
経
済
皐
抵
の

上
に
立
脚
し
た
も
の
で
る
っ
た
の
に
針
し
て
、
濁
逸
・
喚
太
利
の
忠
一
-
風
を
移
入
せ
ら
れ
、
英
米
墜
汲
の
如
き
演
緯
法
に
偏
ナ
る
を
矯

め
、
演
緯
法
と
共
に
腕
納
的
研
究
の
重
ん
や
べ
き
こ
と
を
設
か
れ
た
も
の
で
る
る
が
、
明
治
三
十
年
に
公
に
さ
れ
た
「
最
近
粧
桝
論
」

は
首
時
経
拙
川
原
論
と
し
て
最
高
峰
た
る
地
位
を
占
め
た
名
著
で
る
り
、
数
年
に
し
て
版
を
重
ぬ
る
こ
と
十
版
を
出
で
、
洛
陽
の
紙
園
田

を
高
か
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。

先
生
は
舵
年
の
頃
に
は
可
た
り
進
歩
的
友
息
怨
を
持
っ
て
を
ら
れ
た
が
、
年
を
粧
る
に
随
っ
て
採
で
国
熟
せ
る
思
想
を
持
た
れ
る

や
う
に
左
っ
た
。
脊
て
先
生
が
東
大
の
課
程
を
卒
へ
て
大
串
院
に
入
ら
れ
た
と
き
の
専
攻
題
目
は
「
経
情
感
上
の
枇
合
主
義
」
で
あ
っ

た
。
営
時
か
か
る
方
面
に
注
意
す
る
者
の
狛
極
め
て
稀
左
り
し
と
き
、
先
生
は
既
に
平
く
之
を
研
究
題
目
と
ー
さ
れ
た
の
で
る
っ
て
、

共
の
先
見
の
明
に
服
す
る
と
共
に
、
先
生
が
と
の
思
想
を
克
服
し
て
晩
年
に
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
に
射
し
て
痛
烈
な
る
攻
撃
を
加
へ
ら

糎梼論叢第三十九径二銃I1S頁 123頁敵国、河岡商博ヨーの誼懐談。3) 



れ
、
経
済
と
道
徳
と
の
闘
係
を
ロ
同
調
さ
れ
た
こ
と
は
、
社
命
司
思
想
に
封
ず
る
研
究
と
共
謀
ら
ぎ
る
批
判
と
の
正
し
き
道
を
、
身
を
以

て
一
不
さ
れ
た
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
友
ら
ぬ
。

「
経
済
企
道
徳
と
の
関
係
」
と
題
す
る
論
文
は
大
正
三
年
五
月
刊
行
の
「
京
都
法
撃
合
雑
誌
」
に
公
に
さ
れ
て
居
る
が
、
爾
来
公
私
の

議
定
に
於
て
屡
こ
の
問
題
を
設
か
れ
、
大
正
六
年
五
月
乃
至
八
年
九
月
の
「
経
済
論
叢
」
誌
上
に
於
て
「
経
神
的
行
震
と
道
徳
的
行
策

と
の
闘
係
」
を
連
載
さ
る
L

こ
と
十
二
悶
に
及
び
、
此
等
の
論
文
を
纏
め
て
昭
和
九
年
一
月
に
「
経
済
と
道
徳
」
と
題
す
る
一
書
を
公

に
さ
れ
た
。

と
の
書
も
亦
枇
舎
の
注
目
を
惹
き
、
昭
和
二
年
四
月
ま
で
に
七
版
を
累
ぬ
る
に
至
っ
た
。
同
書
の
序
文
に
は

『
現
今
文
明
誇
闘
の
世
態
人
情
を
察
す
る
に
、
只
管
物
質
的
の
富
を
求
む
る
に
急
に
し
て
、
精
神
的
の
費
を
蔑
ろ
に
し
、
伺
人
的
階
級
的
の
利
盆
を
謀

る
こ
主
を
努
品
て
、
岡
民
的
世
界
胸
の
幸
耐
を
度
外
に
措
〈
者
甚
多
き
が
如
し
。
へ
巾
略
)
而
し
て
有
産
階
級
の
或
者
は
往
々
不
正
手
段
に
尚
り
て
英
司
問
問

を
岡
県
ね
、
加
之
其
一
部
を
者
俗
的
に
消
費
し
て
世
道
人
心
を
腐
敗
悪
化
せ
し
め
、
無
産
階
級
の
或
者
は
除
忠
な
る
思
忽
に
腕
ら
れ
て
岡
沼
を
犯
し
粧
品
開

秩
序
を
観
る
あ
り
。
其
原
悶
は
素
よ
P

一
に
し
て
足
ら
ざ
る
べ
し
と
雄
、
世
人
が
員
正
な
る
経
済
上
の
大
利
は
、
道
徳
上
の
大
善
と
一
致
す
ョ
へ
き
も
白

な
る
こ
と
を
忘
れ
た
る
に
出
る
こ
正
、
最
も
大
な
り
と
謂
は
ざ
る
を
得
ず
』

と
い
び
、
ま
た

『
夫
の
功
利
を
唱
へ
て
道
徳
を
度
品
川
に
措
春
、
陰
に
権
門
富
豪
に
頗
ふ
る
者
あ

p
、
又
共
産
主
義
・
一
世
曾
主
義
を
叫
び
て
経
済
を
忘
れ
、
陽
に
多
数
民

衆
の
意
を
迎
ふ
る
者
あ

p
。
斯
の
如
き
詑
は
共
に
中
庸
を
得
古
る
も
の
に
し
て
余
輩
の
奥
せ
ざ
る
所
な

p
』

と
断
ぜ
ら
れ
、
自
然
の
思
・
父
組
の
思
・
一
位
舎
の
恩
・
国
家
の
思
・
売
費
の
田
川
に
劃
す
る
報
恩
の
思
想
を
説
か
れ
て
ゐ
る
。

而
し
て
こ
の
経
済
と
道
徳
と
の
闘
係
は
、
支
那
の
孔
孟
の
政
治
経
済
思
想
に
よ
く
示
現
さ
れ
て
ゐ
る
庭
か
ら
、
売
生
は
夏
に
支
那

の
経
済
忠
怨
に
つ
い
て
も
深
き
研
鑓
を
積
ま
れ
、
大
正
四
年
に
は
「
支
那
上
古
の
経
済
思
想
」
及
「
孔
孟
の
政
治
経
済
設
管
見
」
を
公
に

さ
れ
た
品
、
晩
年
に
は
と
の
方
面
の
研
究
に
精
進
せ
ら
れ
、
東
洋
経
済
皐
史
の
講
義
を
捨
蛍
さ
れ
て
本
皐
の
一
特
色
を
友
ナ
に
至
つ

経
済
皐
部
二
十
年
を
回
顧
し
て
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経
済
車
部
二
十
年
を
回
顧
し
て

四
O 

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
昭
和
十
年
一
月
刊
行
の
「
東
洋
経
済
皐
史
」
一
巻
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今
日
の
わ
が
経
済
事
部

に
な
け
る
東
亜
経
品
川
思
想
史
の
講
義
は
決
し
て
昨
今
に
起
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
淵
源
す
る
庭
の
頗
る
遠
き
こ
と
を
忠
は
な
け

れ
ば
友
ら
ぬ
。
そ
れ
と
同
時
に
先
生
が
、
か
く
の
如
く
経
園
済
民
の
本
義
と
東
洋
道
徳
と
の
聞
係
を
明
か
に
さ
れ
た
と
と
は
、
後
事

の
制
問
ふ
べ
き
指
棋
を
一
京
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
東
更
新
秩
序
建
設
の
襲
高
き
今
日
、
特
に
感
慨
に
唱
え
ね
も
の
が
あ
る
。

1]9 

戸
旧
海
市
先
生
は
明
治
一
二
十
年
七
月
東
京
帝
園
大
串
の
法
科
を
卒
へ
、
コ
一
十
四
年
京
都
市
岡
大
墜
法
科
大
穆
助
教
授
と
な
り
、
二
一

十
九
年
八
月
教
授
と
左
ら
れ
た
。

そ
の
公
に
さ
れ
た
論
稿
は
極
め
て
多
い
が
、
単
行
本
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
も
の
は
「
我
凋
逸
観
」

「
合
同
」
「
工
業
経
済
」
の
外
、
「
日
本
の
粧
台
」
「
日
本
の
経
済
」
の
五
冊
で
あ
る
。
攻
後
「
戸
間
海
市
博
よ
し
著
作
集
」
と
し
て
編
纂
会

刊
さ
れ
た
も
の
は
「
商
業
経
済
論
」
「
ヱ
業
経
済
論
」
「
枇
合
政
策
論
」
「
特
殊
問
題
研
究
」
の
四
冊
で
あ
り
、
「
特
殊
問
題
研
究
」
に
牧

録
さ
れ
た
も
の
は
、
取
引
所
問
題
、
貿
易
問
題
、
持
働
問
題
に
闘
す
る
若
干
の
論
文
で
あ
っ
て
、
先
生
の
好
ん
で
論
議
せ
ら
れ
た
戦

時
戦
後
の
諸
問
題
に
闘
す
る
論
稿
、
支
那
問
題
に
つ
い
て
の
意
見
、
闘
民
生
活
問
題
特
に
食
糧
問
題
、
国
民
性
に
闘
す
る
研
究
等
は

著
作
集
に
は
之
を
見
る
と
と
を
得
左
い
。

先
生
の
肇
風
に
つ
い
て
一
言
す
る
た
ら
ば
、
よ
く
書
物
も
讃
ま
れ
た
が
之
を
翻
案
す
る
の
で
は
友
く
、
出
血
γ

ろ
多
く
考
へ
ら
れ
た
や

う
で
あ
り
、
多
少
抽
象
的
で
は
あ
る
が
徹
底
的
た
議
論
を
さ
れ
た
。
然
し
議
論
の
大
前
提
を
立
つ
る
が
た
め
に
は
、
よ
く
事
賓
を
調

交
し
賞
枇
舎
を
観
察
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
故
に
先
生
の
議
論
は
政
策
論
に
於
て
も
常
に
理
論
を
離
れ
や
、
事
費
を
貫
く
に
理
論
を

以
て
せ
ら
れ
た
左
同
時
に
、

よ
く
枇
舎
の
賓
相
に
燭
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
か
の
粧
品
目
を
見
ざ
る
所
諸
島
T

者
の
空
論
と
は
雲
泥
の
差



が
あ
っ
た
。
そ
の
専
門
の
方
面
に
於
て
注
意
す
ぺ
き
多
〈
の
論
文
の
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
我
図
民
性
に
関
す
る
研
究
の
如

き
も
、
先
生
の
議
論
は
皐
界
に
大
な
る
波
紋
を
描
い
た
も
の
?
あ
っ
た
。

明
治
四
十
三
四
年
の
交
、
先
生
は
そ
の
凋
得
の
思
索
に
基
い
て
我
岡
氏
性
の
淀
我
的
左
る
所
以
を
説
き
、
彼
我
枇
舎
の
根
本
的
差

異
を
明
か
に
す
る
に
力
め
ら
れ
た
。
邸
ち
臼
く

『
凡
ぞ
東
西
文
明
の
大
差
具
在
来
た
せ
し
原
因
の
中
、
彼
れ
D

個
人
的
主
我
的
な
る
に
劃
し
、
我
れ
の
浸
我
的
公
共
的
な
る
の
特
性
ほ

r犬
な
る
影
響

を
有
し
て
居
る
も
の
は
な
い
。
園
韓
ム
ア
家
族
制
度
や
風
俗
慣
習
や
宗
教
道
徳
宇
文
革
美
術
宇
、
其
根
本
的
差
異
の
由
て
来
る
所
は
、
皆
、
主
我
・
浸
我
白

相
蓮
に
在
る
。
此
根
本
的
相
違
の
結
果
と
し
て
、
西
津
の
世
舎
は
激
烈
な
る
階
級
戦
と
一
再
ふ
生
存
競
争
方
法
に
由
り
、
多
大
な
る
勢
力
の
摩
擦
消
耗
を

来
た
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
世
舎
は
遁
歩
ず
る
を
得
ぜ
る
に
反
し
、
我
閣
は
古
来
よ
り
閥
民
各
部
の
勢
力
の
統
一
調
和
が
割
合
に
よ
〈
保
ゆ
だ
れ
、
従
で

祉
舎
の
選
歩
は
概
ね
間
靖
国
一
致
の
有
様
で
閥
滑
平
穏
に
行
は
れ
た
の
で
あ
る
』

2
4端
技
我
的
公
共
的
な
品
我
閥
民
性
は
錐
隈
す
る
代
総
り

J

可
鋭
明
織
脇
町
な
る
公
札
口
品
開
制
交
性
と
な

P
、
特
に
忠
岩
の
外
に
強
き
愛
閣
の
情
が
一
一
両
官

づ
て
燕
否
。
又
勿
論
抽
出
品
酬
的
盲
従
よ
り
積
樟
的
貢
献
と
な
る
』

か
く
て
議
舎
政
治
に
し
て
も
地
方
自
治
制
に
し
て
も
、
園
民
の
檎
利
義
務
観
念
に
し
て
も
、
西
洋
の
そ
れ
と
は
甚
だ
同
売
れ
る
護
連

を
友
し
た
が
、

る
と
に
在
る
。

と
れ
は
全
く
我
岡
氏
性
の
西
洋
と
異
る
結
果
で
あ
り
、
彼
我
枇
舎
の
根
本
的
差
異
は
全
く
主
我
的
な
る
と
波
我
的
友

『
浸
我
的
な
我
閣
で
也
、
或
程
度
以
上
に
各
人
自
我
を
主
張

L
な
い
。
全
世
の
利
盆
の
た
品
容
易
に
自
己
の
一
部
を
犠
牲
に
供
す
る
。
我
聞
の
維
新
以

来
、
事
困
一
致
で
長
速
に
・
進
歩
し
た
様
な
こ
と
は
到
底
も
西
洋
で
は
望
室
れ
な
い
。
』

か
く
の
如
く
我
園
は
西
洋
に
比
し
て
波
我
的
で
あ
り
、
従
っ
て
又
園
樫
本
位
で
あ
り
、
主
我
的
左
西
洋
人
に
は
忠
孝
仁
愛
又
は
義

侠
の
意
義
を
解
し
得
左
い
の
が
普
通
で
あ
る
と
し
、
更
に
日
本
文
明
の
費
展
性
に
論
及
し
て
回
〈

経
済
皐
部
二
十
年
を
岡
願
し
て

四
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経
済
単
部
二
十
年
を
回
顧
し
て

四

『
強
大
な
る
岡
民
民
族
は
異
種
文
明
に
接
鯛
し
て
も
其
根
本
性
を
一
慶
す
る
こ
と
な
〈
、
却
て
之
に
由
て
其
鉄
貼
を
補
ひ
、
盆
々
其
根
本
性
を
間
滴
完

美
な
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
我
闘
民
も
亦
此
の
如
き
強
大
な
る
民
族
で
あ
る
こ
と
は
、
逝
去
に
お
け
る
支
那
文
明
帝
印
度
文
明
を
揖
取
し
、
巧
み
に

之
を
利
用
し
て
そ
の
根
本
性
を
同
漏
輩
回
な
ら
し
め
た
躍
史
を
見
て
も
分
る
D

維
新
以
来
盛
ん
に
西
洋
文
明
を
斡
入
し
り
ヲ
あ
る
が
、
一
部
の
念
品
壇
家

は
、
み
h
u
m
西
洋
流
其
偉
に
之
を
品
輸
入
消
化
せ
ん
と
努
め
て
居
る
。
然
る
に
一
且
西
洋
の
文
物
ソ
h

我
闘
に
総
入
せ
、
b

れ
て
、

ち
ん
と
す
る
に
主
れ
ば
、
忽
ち
日
本
化
せ
ら
れ
ん
と
す
る
と
と
は
、
苦
々
の
限
前
に
資
輸
し
つ
つ
あ
る
所
で
あ
る
。
』

『
適
常
の
筒
問
に
於
て
奥
穂
文
明
を
掻
取
す
る
こ
そ
、
閤
粋
の
保
存
又
は
日
本
主
義
の
設
展
に
必
要
で
あ
る
。
』

一
般
民
衆
の
問
に
勢
力
、
と
な

と

断

ぜ

ら

れ

て

居

る

。

向
U
X
沢
一
年
ト
月
の
論
稿
に
於
て
我
同
氏
性
を
再
論
し
、
次
の
川
町
一
目

ω特
徴
を
出
本
げ
ら
れ
た
。

。。

は
次
の
如
〈
で
め
る
。

そ
の
要
旨

一
、
彼
我
の
倫
理
思
想
が
数
多
の
貼
に
於
て
互
に
一
致
せ
ぎ
る
所
以
白
根
本
は
、
彼
に
在
て
は
償
値
目
某
本
を
伺
人
自
身
の
上
に
置
か
ん
と
す
る
主
我

的
傾
向
の
強
き
に
反
し
、
我
に
在
て
は
之
を
一
世
曾
闘
世
就
中
民
族
の
上
に
置
か
ん
と
す
る
園
陸
本
校
傾
向
の
強
い
と
と
で
あ
る
。

二
、
此
南
主
義
は
理
論
上
其
聞
に
絡
謝
的
の
優
劣
を
定
め
得
べ
き
も
の
で
な
い
こ
と
。
吾
々
は
奮
闘
努
力
し
て
此
根
本
主
義
を
設
展
完
備
せ
し
め
わ
ぼ

な
ら
ね
。
我
が
根
本
主
義
は
天
地
の
問
何
物
に
も
換
ふ
べ
か
、
b
ざ
る
貴
重
な
我
が
生
命
で
あ
る
か
、
b
、
如
何
に
も
し
て
之
を
完
全
無
献
の
も
の
と
せ

ね
ば
な
、
b

ぬ。

=
一
、
強
大
な
る
闘
民
白
根
本
の
傾
向
又
は
主
義
に
歪
つ
て
は
、
甲
を
捨
て
て
乙
に
移
る
み
」
一
再
E
t

芳
如
き
費
化
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
〈
、
そ
れ
自
身
時

勢
に
臆
じ
て
設
展
す
る
も
の
で
あ
る
。
園
陸
本
牧
の
主
義
は
建
閣
の
始
め
よ
り
枇
合
組
般
の
上
に
現
は
れ
、
其
後
支
一
那
印
度
の
文
明
を
輸
入
す
る
に

方
円
ノ
て
も
、
之
を
我
が
根
本
主
義
に
尚
て
消
化
し
、
特
に
此
等
の
文
明
に
お
け
る
非
閥
家
的
・
非
民
族
的
要
素
を
弱
め
て
之
を
我
が
根
本
主
義
井
一
割

和
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。

回
、
我
が
文
化
を
設
建
せ
し
む
る
に
は
、
同
有
の
長
所
を
設
揮
す
る
と
同
時
に
欧
米
の
長
所
を
盛
ん
に
採
用
せ
ね
ば
な
、
b

ぬ
o
吾
人
は
、
欧
米
の
文
化

を
採
用
す
る
の
方
法
は
、
之
を
我
根
本
主
義
に
出
て
消
化
す
る
の
外
は
な
い
。
換
言
す
れ
ば
闘
樫
本
位
思
想
を
捨
て
る
の
で
は
な
〈
、
之
を
し
て
時

勢
に
趨
常
す
る
が
如
〈
盆
完
全
な
ら
し
む
る
が
矯
め
の
手
段
3

と
し
て
、
相
針
的
に
彼
の
主
我
的
要
素
を
取
り
た
れ
る
事
は
、
恰
も
西
洋
に
於
て
個
人

主
義
を
完
全
な
、
hv
し
む
る
が
怨
め
、
相
針
的
に
浅
我
山
要
素
を
取

η
入
れ
る
が
如
〈
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

先
生
が
誌
上
に
護
表
さ
れ
た
経
済
政
策
的
論
稿
に
於
て
も
、
例
へ
ば
農
工
商
武
併
立
論
の
如
き
、
或
は
維
新
以
後
の
産
業
の
愛
達
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が
多
く
は
欧
米
成
倣
の
産
業
に
限
ら
れ
、

我
函
の
同
有
産
業
或
は
日
常
生
活
に
緊
密
な
る
関
係
手
一
有
す
る
方
面
の
産
業
が
設
達
し
居

ら
古
る
と
と
を
指
摘
し
、
間
有
産
業
の
護
法
を
論
ぜ
ら
れ
た
る
が
如
き
、
そ
の
他
穣
々
友
る
論
文
に
於
て
先
生
の
日
本
主
義
的
論
調

を
見
る
と
と
が
出
来
る
。

先
生
は
又
夙
に
支
那
問
題
に
習
意
せ
ら
れ
、
日
支
経
作
関
係
の
真
相
、
支
那
の
官
源
開
夜
、
支
郊
に
謝
す
る
投
資
等
幾
多
の
論
文

を
公
に
さ
れ
て
ゐ
る
の
み
左
ら
や
、
大
医
四
年
頃
よ
り
東
方
経
済
研
究
所
設
立
の
念
務
な
る
所
以
を
力
設
せ
ら
れ
、
之
を
我
が
京
都

帝
聞
大
串
に
設
置
す
る
こ
と
に
力
め
ら
れ
た
が
、

之
は
不
幸
に
し
て
資
現
す
る
に
玄
ら
な
か
っ
た
c

そ
の
設
立
趣
意
書
の
一
節
に

『
我
闘
に
し
て
苛
〈
も
欧
米
各
凶
と
競
争
し
て
支
部
の
市
場
に
優
勝
の
地
牧
を
占
め
、
川
M

て
我
凶
カ
の
肉
質
展
に
努
む
る
と
同
時
に
、
肝
一
界
に
於
け
る
我

閣
民
の
責
任
主
呆
さ
ん
正
サ
ば
、
必
子
中
東
万
各
地
内
総
神
事
情
を
調
査
し
て
之
に
お
暁
す
る
こ
と
、
向
ほ
凶
内
山
事
情
に
於
け
一
G

I
」
川
問
」
の
程
度
に

淫
ナ
る
の
強
佑
な
か
る
可
ら
す
。
同
し
て
此
日
的
一
パ
リ
斜
め
に
、
者
人
一
川
必
市
町
九
と
す
る
訓
五
研
究
に
は
二
村
山
時
り
。
一
一
ば
政
治
X
は
料
情
伊
ず
の
常
簡
の
食

用
を
充
ナ
震
の
も
の
に
し
て
、
他
は
此
の
如
き
卑
近
刀
安
用
を
超
越
せ
る
闘
争
問
上
の
根
木
的
研
究
な
り
。
川
然
る
に
此
隔
者
は
本
来
斡
按
不
離
の
関
係
を

有
ナ
る
も
の
に
し
て
、
夫
の
針
面
白
賞
用
を
主
眼
と
ず
る
も
の
に
あ
り
て
も
、
著
し
直
に
呉
費
用
の
目
的
を
設
し
て
遺
憾
な
か
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば
、

必
ず
や
其
根
祇
を
系
統
的
な
る
間
半
問
上
の
研
究
に
求
め
ざ
る
可
ら
ず
。
今
蹴
て
我
幽
の
現
肢
を
見
る
に
、
東
方
終
決
の
調
査
研
究
は
一
般
に
粉
ほ
甚
不

完
全
な
る
を
免
れ
ず
。
加
ふ
る
に
其
主
な
る
部
分
は
、
多
く
常
面
の
貸
用
的
の
も
の
に
限
ら
れ
、
系
統
的
な
る
向
車
内
的
研
究
に
至
り
で
は
貨
に
甚
だ
幼

稚
に
し
て
、
靖
ん
ど
専
、
b
欧
米
皐
者
の
不
完
全
な
る
研
究
に
依
頼
ナ
る
の
外
な
き
歎
惑
に
あ
り
。
此
の
如
き
は
東
方
に
於
け
る
我
闘
の
特
殊
白
地
位
よ

り
見
て
、
最
早
宇
一
日
も
忍
ぶ
能
は
ざ
る
所
な
り
』

と
あ
る
。
最
近
東
方
経
済
又
は
東
亜
経
済
研
究
の
機
闘
は
多
〈
設
け
ら
れ
つ
つ
る
る
が
如
き
も
、
先
生
は
既
に
約
二
十
五
年
前
に
之

が
必
要
hr-道
破
さ
れ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
達
識
明
敏
左
る
を
知
る
と
共
に
、

か
か
る
機
闘
が
そ
の
官
時
に
於
て
設
置
さ
れ
て

居
た
な
ら
ん
に
は
、
今
日
に
於
て
そ
の
貢
献
す
る
所
如
何
に
英
L

へ
友
る
も
の
あ
り
し
左
ら
ん
と
慨
嘆
に
控
え
ぎ
る
，
次
第
で
あ
る
。

先
生
は
筆
者
で
ぢ
っ
た
が
、

一
面
に
は
買
に
闘
士
の
悌
が
あ
っ
た
。

先
生
は
常
に
深
ぐ
忠
を
我
園
の
開
策
に
致
さ
れ
、
議
論
の
最

経
済
事
部
二
十
年
を
回
顧
し
て

四



鰹
演
出
申
部
二
十
年
を
回
顧
し
て

四

四

後
の
目
標
は
常
に
我
閣
家
を
奈
何
に
せ
ん
と
い
ふ
賠
に
在
っ
た
。
後
年
に
至
っ
て
は
場
首
路
者
に
そ
の
論
策
を
建
言
さ
れ
た
の
み
左
ら

ゃ
、
世
界
大
戦
中
、
開
問
聯
合
の
商
業
合
議
所
の
調
査
事
業
に
関
係
し
て
我
が
闘
策
の
樹
立
に
努
め
、
ま
た
大
阪
市
の
弊
働
調
査
事

業
に
も
闘
係
し
て
之
が
大
成
に
寄
興
せ
ら
れ
た
砧
が
甚
だ
多
い
。
ま
た
政
治
家
、
貸
業
家
が
先
生
の
意
見
を
求
め
た
と
と
も
屡
ξ

で

あ
っ
た
と
聞
く
。
更
に
後
進
事
生
に
剥
し
て
は
常
に
誇
々
と
し
て
之
佐
一
就
き
熱
心
懇
切
に
指
導
件
残
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
へ

ば
我
々
の
抜
出
し
穴
つ
ま
ら
ぬ
研
究
に
制
し
て
も
週
間
乃
五
十
日
位
の
聞
に
必
十
之
を
読
ま
れ
、
批
評
や
訂
正
の
丈
何
を
小
さ
い

紙
片
に
制
L
R

と
書
い
て
そ
の
所
々
ヘ
貼
U
付
け
ら
れ
、
と
の
深
山
た
付
筆
に
針
し
て
相
手
が
納
得
す
る
ま
で
辞
k

と
説
明
せ
ら
れ
た
。

他
の
用
事
で
先
生
の
御
宅
を
訪
問
し
た
と
き
で
も
、
先
生
は
必
中
先
生
が
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
首
面
の
問
題
に
つ
い
て
一
時
間
以
上
も

連
ぺ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
先
生
の
御
宅
を
訪
問
す
れ
ば
、

そ
の
辞
去
す
る
際
に
は
常
に
必
中
忠
一
向
上
の
何
物
か
を
得
て

競
る
の
で
あ
っ
て
、

と
の
こ
と
は
や
が
て
戸
田
先
生
の
偉
大
さ
を
物
語
っ
て
ゐ
る
も
の
と
息
ふ
。
先
生
は
青
年
時
代
に
苦
撃
力
行
せ

ら
れ
た
ゃ
う
で
あ
る
が
、
共
闘
申
識
と
人
格
と
は
古
代
稀
れ
に
見
る
庭
の
も
の
で
る
っ
た
。
西
国
幾
多
郎
博
士
が
先
生
を
以
て
『
由
民
華

に
深
く
考
へ
る
固
士
的
撃
者
』
と
評
さ
れ
た
と
と
は
肯
撲
に
営
っ
て
居
る
。

五

以
上
私
は
経
済
撃
部
二
十
年
の
歩
み
を
同
闘
し
、
特
に
田
島
先
生
と
戸
問
先
生
と
の
景
仰
す
べ
き
人
格
と
先
人
未
到
の
業
績
と
を

簡
単
に
設
漣
し
た
。
者
て
榊
戸
先
生
は
田
昌
先
生
に
つ
い
て

『
先
生
白
回
申
績
は
欄
漫
た
る
襖
の
類
に
あ
ら
ず
し
て
、
複
郁
と
し
て
香
り
高
き
梅
の
如
き
も
の
に
属
す
o

而
も
此
香
集
は
瞬
時
に
霧
散
せ
ず
し
て
永
代

不
滅
な
り
(
中
略
)
先
生
は
京
大
白
開
設
す
る
や
招
か
れ
て
最
初
の
経
済
皐
教
授
と
な
り
、
経
済
畢
部
の
嫡
立
す
る
宇
推
さ
れ
て
一
次
の
皐
部
長
と
な

経済論叢第十八巻四披西田博士「芦田海市君の酎懐J
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る
、
我
畢
部
の
今
日
あ
る
先
生
の
カ
に
負
ふ
こ
と
最
多
し
。
(
中
略
)
先
生
は
貨
に
関
西
経
済
畢
界
の
長
老
と
し
て
皐
徒
崇
敬
の
中
心
た

P
』

と
延
べ
ら
れ
、
ま
た
踊
田
博
士
は
戸
問
先
生
に
つ
い
て

1

『
濁
P
其
盟
申
問
を
以
て
の
み
な
、
b
子
、
其
の
人
格
を
以
て
、
京
都
経
済
事
の
パ
イ
オ
-
一
ア
で
あ
る
と
共
に
、
之
を
夜
間
む
人
々
を
皐
究
的
パ
ラ
ダ
イ
ス

の
住
人
た
ら
し
め
た
一
恩
人
で
あ
る
と
思
ふ
』

と
漣
べ
ら
れ
て
ゐ
る
と
と
は
、
雨
先
生
が
如
何
に
、
わ
が
京
大
経
済
問
宇
部
の
柱
石
で
る
っ
た
か
ピ
わ
か
る
と
思
ふ
。

最
近
殊
K
満
洲
事
縫
以
後
、

日
本
研
究
や
東
亜
研
究
が
喧
し
〈
唱
え
ら
れ
、

日
本
経
済
事
建
設
の
問
題
、
東
亜
新
秩
序
の
確
立
に

資
す
ぺ
き
仰
究
が
、
我
闘
現
在
の
切
寅
た
る
要
求
と
な
っ
て
現
は
れ
て
居
る
が
、
そ
れ
等
の
と
と
は
‘
わ
が
経
消
周
宇
部
に
於
て
は
回

由
一
ヤ
戸
同
一
則
光
生
を
巾
心
と
し
て
凹
半
佐
紀
以
前
に
於
可
抗
に
開
照
明
し
つ
L
あ
っ
た
事
柄
小
日
J

ゆ
る
。
我
々
の
日
本
研
究
及
東
国
研
究

は
か
L

る
停
統
を
綴
受
し
て
設
展
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
昨
今
め
時
勢
に
便
乗
し
て
俄
か
仕
込
み
の
研
究
に
湾
身
を
併
し
て
ゐ
る
も

の
で
は
泣
い
。
そ
の
淵
源
す
る
慮
、
賓
に
遠
く
、
そ
の
態
度
の
桜
め
て
買
塾
で
あ
り
堅
賓
で
あ
る
乙
止
を
知
ら
ね
ば
た
ら
ぬ
。
然
し

我
々
は
た

r
徒
ら
に
過
去
の
事
蹟
を
説
く
の
み
で
あ
っ
て
は
友
ら
ね
。
今
後
更
に
人
的
・
物
的
設
備
の
充
買
を
計
り
、
我
経
隣
接
部

偉
統
の
皐
風
を
護
り
立
て
、
闘
家
の
須
要
に
底
や
る
研
究
を
大
成
す
る
の
血
死
傷
が
左
く
て
は
な
ら
ね
。
そ
れ
と
同
時
に
わ
が
皐
部
の

今
日
あ
る
所
以
は
全
〈
前
教
授
諸
先
生
の
努
力
の
賜
で
あ
る
巳
賓
に
羅
烏
は
一
日
に
し
て
成
ら
や
、

ι引
が
製
部
も
亦
上
述
の
如
き
淵

源
を
有
す
る
。
我
K

は
岡
島
先
生
の
所
謂
『
先
受
の
岡
山
』
を
知
り
、
深
き
感
謝
を
棒
ぐ
る
と
共
に
、

そ
の
岡
山
に
報
ゆ
る
所
が
左
く
て
は

な
ら
ね
。
そ
れ
は
郎
ち
わ
が
墜
部
の
一
一
暦
の
寛
賞
委
展
を
期
す
る
以
外
に
は
何
物
も
な
い
と
信
や
る
。
事
部
二
十
周
年
に
営
り
所
懐

の
一
端
を
通
ぶ
る
の
機
を
得
た
る
と
と
を
光
栄
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

経
済
血
中
部
三
十
年
を
回
顧
し
て

四
互王
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